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＜連絡事項＞

・12/25は職員の忘年会です。不参加届は12/12までとします。なるべく当日のキャンセルのないようにお願いします。
・担当患者様へスタッフは年末年始、患者様の外出泊のアプローチを御家族様にして行って下さい。

＜患者様連絡事項＞
・深町　栄美子様～主治医より本人へ説明し入院形態の変更を行い、14：30療養環境変更のため北病棟へ移動となっている。
・大上　なみ様：東病棟合併症室より15：00療養環境変更のため西Bユニット30号室へ移
動となる。

・竹洞　聡様～15：30自宅へ退院となる。初外来は12/22　10：30
本日本人より就労の為の意見書を書いて欲しいと希望ありSWに依頼して
行く事としている。

・泉川　ケイ子様～継続指示の頭痛時、歯痛時のロキソプロフェンNa　1T　10回分が処方となっている。
・深町　栄美子様～シンラック2本処方となる。
・部屋移動がありました。山田睦子様Ａユニット47号室→48号室
＜要注目患者様ケース検討＞

・成田　賀枝様～自殺企図様の行動はない。昨日大部屋へ移動となる。本日主治医より身体面、生活面の観察をさせて欲しいのでと来週の火曜まで大部屋で過ごす様説明すると渋々応じている。本日娘様来院。つじつまの合わない発言聞かれている。急に倒れる事は自宅でも、施設でもあったと娘様。今回も自分に注目してほしいというヒステリー症状の可能性ある。娘様はSWから施設について情報は得ておりあらゆるところをあたったが、全滅であったと語る。本日スタッフが、悠湯の里について説明するとまた同じ状態を繰り返すのではないかと懸念している。また定期的面会を継続して下さるよう依頼している。
・沼端　恵子様～昨夜体重5キロ増量という状況であったが、20：00前にホールソファーで多量に嘔吐見らえているが以後は嘔吐する事ないが不眠で経過している。今後も生活リズムの保持と精神状態の安定に努め、多飲水防止に努めていく。
・阿部　文香様～昨夜男性患者様（KK）の部屋に侵入する事あり厳重に注意している。今後も他室侵入や男性患者様の過度な接触状況を把握し都度指導や見守りを徹底していく。

＜作業療法スタッフより＞

・若松　邦生様～昨日より作業療法が導入となって革細工をしたが、やりたくないと言っていたとの事。本人より「作業療法に慣れたくない。」と発言も聞かれ、仕事はしたくない、部屋に篭ってたいという考えも聞かれている。トイック（英語の勉強）がしたいとも話しており、本人の作業療法のあり方について今後検討していく。
＜馬渡Ｄｒ診察情報＞
・佐々木康子様～注察感は持続。食事の不食がある事については「食べたくないからです。」
　　　　　　　　とのみ答えている。

・蝦夷森　重男様～今回外出については「大丈夫です。」と返答聞かれている。担当スタッフは外出についてすすめて行って下さい。
・佐々木　淳様～入浴について「右腕が痛いから」と拒否ある。主治医より今日は入る事を本人と診察で約束している。

・曽我　正子様～睡眠状態良好な為臨時薬のブロチゾラムが止めとなっている。
・栃木　春子様～ベッドの隙間から人の寝息が聞こえるという訴えについては診察時主治医より否定している。就床時薬は本人が早めに服用したいと希望あるが、良好な睡眠のため20：00に服用するよう主治医より指示ある。リスペリドン1T朝、夕→1T3×1に増量となっている。
・櫻川　貞二様～血糖300mg/ｄｌあり昨夜は甘いゴマせんべいを食べたというが、本日昼309mg/ｄｌ。おやつの摂り方観察していく。また今後も葛西内科受診を検討していく。

＜退院支援委員会会議＞

・佐々木　淳様～病識の乏しさから気分変動ありADLも強力な声がけ介入を要している。特に清潔面。多飲水傾向は続き体調に大きく影響している為、担当
　　　　　　　　スタッフは飲水管理について具体的に対策を考えて下さい。

・曽我　雅子様～現在精神状態は安定の傾向にあり睡眠もとれている。まず年末年始の外出、泊を勧めていく。家族と今後について話しあう機会を設けていく。

・栃木　春子様～本人より不調の訴えや入院生活に対する不満が聞かれている。家族は本人の話しをうのみにする傾向。理解が得られるよう家族指導を行っていく。また普段の面会時も家族に本人の情報を伝えていくようにしていく。退院に少しでも日常生活の自立が出来る様関わっていく。
＜転入患者様情報＞
　　　氏名：大上　なみ様

　生年月日：S25年4月1日　66歳　　　

　　　性別：女性

　　　病名：統合失調症

　入院形態：医療保護入院

　　担当医：伊藤Dr

＜経過＞

 H10.9.18 表情硬化・不眠・独語・空笑があり当院へ任意入院。

今年11月2日午前より傾眠、酸素飽和度の著しい低下があり、

酸素開始。食事・内服中止し、抗生剤・カリウム製剤含む

点滴を24時間持続し意識は徐々に回復したが、解熱せず、

眼球結膜黄染軽度・腹部の膨満・ビリルビン尿が認められた。

幻視様の訴えがあり点滴自己抜去がありミトン使用していた。

諸検査行い、胸水貯留・感染性心内膜炎・心拡大の可能性が

あり、H28.11.8精査の為、八戸赤十字病院を受診、入院。

抗菌薬の使用継続、利尿薬の使用により胸水は改善。

八戸赤十字病院での治療は終了となり当院での治療継続の為、

11/29（火）12:00東合併症室へ医療保護入となる。
本日15：00療養環境変更の為西Bユニットへ移動。
・バイタルサインは四検で行っていた。
・脱肛あり都度整復していた。ポステリザン軟膏が、就床時で出ている。

・幻覚妄想は目立たない。継続指示もなし。

・食事、排泄は自立だが、歩行の不安定さあり見守りを要している。

・OTは下肢筋力低下のため棟内で出来るか検討していく。

・買い物カードなし。家族が必要な物を持参。

・業者洗濯継続との事。

・SST,リハプロは未導入。
・体重増加傾向にありおやつはスタッフ管理とし少量ずつにした方が良い。

・ガフ、バイタル何検か確認していく。
・担当スタッフ：滝田Ｎｓ、岩谷Ｎｓ
